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基本目標１　人と自然が共生し、ゆたかな環境に親しめるまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱１　みどりの保全・創出と活用

1101 緑被率調査に関する業務
（建設部自然環境・河川課）

■保全契約の継続
■自然林の保全状況が確認できた土地所有者に奨励金を交
付

パンフレットの配架、パネル展示の実施 継続

1102 自然林保全制度
（建設部自然環境・河川課）

■近郊緑地特別保全地区内での土地利用行為の制限等
■地区内土地所有者からの申し出に基づき、土地買取りを行
い指定地区を保全

全３地区 継続

1103 近郊緑地特別保全地区の既指定地区
の土地利用制限の継続
（建設部自然環境・河川課）

■斜面緑地を土地所有者が継続して持ち続けるため、契約に
基づき奨励金を交付

土地利用申請件数：３件
（うち不許可処分：３件）
買取面積：2.1ha
買取額：4,004万円

継続

1104 市街化区域内における樹林地の保全
支援制度
（建設部自然環境・河川課）

■斜面緑地を土地所有者が継続して持ち続けるため、契約に
基づき奨励金を交付

交付件数：103件(前年度比で７件減）
交付面積：32.5ha（2.2ha減）
奨励金額：128万円（前年比で９万円減）

継続

1105 地区計画の決定等
（都市部都市計画課）

■市街地の良好なみどり環境を確保するため、地区計画の設
定・修正時に緑地の保全を実施

地区計画：市内53か所（令和５年度実績なし） 継続

1106 地区計画の決定・緑地協定の締結
（建設部自然環境・河川課）

■市街地の良好なみどり環境を確保するため、住民間で締結
する緑地の保全・緑化に関する緑地協定の指導、認可

緑地協定の認可件数：０件 継続

1107 生産緑地地区の保全
（経済部農水産業振興課）

■生産緑地保全状況の確認 生産緑地：16８地区、２５.１ha 継続

1108 農業振興地域内における優良な農業
生産機能の保全等
（経済部農水産業振興課）

■環境保全機能を兼ね備えている農業振興地域の保全・保護 継続して実施 継続

1109 市民緑地制度
（建設部自然環境・河川課）

■新たな市民緑地の候補地を検討 令和５年度実績なし 継続

1110 みどりの寄附制度
（建設部自然環境・河川課）

■樹林地等の寄附 寄附件数：１件、0.7ha 継続

1111 みどりの基金の充実
（建設部自然環境・河川課）

■基金の積立（基金運用による収益金、インターネット及びふ
るさと納税などによる寄付金、公園等に設置した自動販売機
等の売り上げ手数料をみどりの基金に積み立てる）
■みどりのよこすかチャリティークリックの運用

基金積立金 3,324万円
基金充当金 　 ９９９万円
基金残高：１億8,903万円
チャリティクリック協賛企業：５社

継続

1112 県の自然保護奨励金の積極的な運用
（建設部自然環境・河川課）

■「自然保護奨励金交付制度」（県の事業）の周知及び奨励金
交付申告書の受付事務

交付件数：５件
交付面積：79,725.99㎡

継続

1113 「適正な土地利用の調整に関する条
例」による緑化指導
（建設部自然環境・河川課）

■「適正な土地利用の調整に関する条例」による開発行為等
に対する緑化の指導

指導件数：47件 継続

1114 公共施設緑化ガイドラインに関する業
務
（建設部自然環境・河川課）

■ガイドラインの適正な運用に向け、庁内掲示板により広く周
知

報告件数：３課から６件
（伐木６件、補植２件）

継続

1115 港湾緑地の維持
（港湾部港湾管理課）

■港湾緑地の適正な維持管理 港湾緑地：11.1ha 継続

1116 工場立地法に基づく工場敷地の緑地
等の面積率の届出の受理
（経済部企業誘致・工業振興課）

■工場立地法に基づく特定工場の新設等に伴う届出提出に
際し、生産施設面積率、緑地面積率、環境施設面積率等が法
準則及び市準則条例に適用するように指導（通年実施）

届出受理：２件 継続

1117 「緑化重点地区」の方針に基づく緑化
推進
（建設部公園管理課）

■町内花壇（自治会・町内会）に対し花苗等を配付 配付対象：７９団体 継続

1118 「緑化重点地区」の方針に基づく緑化
推進
（建設部道路整備課）

■道路沿道等の緑化 令和５年度実績なし 継続

1119 グリーンバンク
（建設部公園管理課）

■家庭で不要になった樹木を希望者に配布（指定管理者の管
理事業）

令和５年度実績なし 継続

1120 市役所前公園花壇花いっぱい推進
（建設部公園管理課）

■市役所前公園花壇の85㎡に花のボランティアがしょうぶ
園で種から育てた四季折々の花苗の植え付け及び維持管理

活動日：通年
参加人数：96人

継続

1121 三浦半島国営公園の誘致
（建設部公園建設課）

■「三浦半島国営公園設置促進期成同盟会」による国営公園
誘致活動を実施（国への要望提出）

継続して実施 継続
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基本目標１　人と自然が共生し、ゆたかな環境に親しめるまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱２　水辺環境の保全・創出と活用

1201 河川維持補修事業（樹木等管理）
（建設部自然環境・河川課）

■河川等剪定委託 剪定：53本

除草：4,418ｍ2
継続

1202 河川親水施設の維持管理
（建設部自然環境・河川課）

■前田川、関根川、関渡川の清掃及び除草 前田川：清掃123,910ｍ2、除草6,580ｍ2

関根川：清掃21,840ｍ2、除草9,375ｍ2

関渡川：清掃15,000ｍ2、除草4,875ｍ2

継続

1203 河川親水環境の整備事業への協力
（教育総務部博物館運営課）

■横須賀市地域水質保全協議会調査指導
■「前田川リバーウォッチング」講師

横須賀市地域水質保全協議会調査指導：1回
「前田川リバーウォッチング」講師：1回

継続

1204 前田川リバーウォッチング
（建設部自然環境・河川課））

■前田川リバーウォッチングの開催（講師：自然・人文博物館
学芸員）

開催日：７月２９日 継続

1205 河川愛護事業
（建設部自然環境・河川課）

■市民団体、企業等が道路や公園などの美化活動などを行
い、市がその支援を行う「横須賀市まちかど里親制度」のボラ
ンティアに対する物品貸与等

ボランティア：１２団体 継続

1206 港湾海岸高潮対策事業
（大津地区）
（港湾部港湾整備課）

■港湾海岸高潮対策として、護岸周辺を整備 管理用通路：１式 終了

1207 港湾海岸侵食対策事業
（野比地区）
（港湾部港湾整備課）

■港湾海岸侵食対策として、突堤整備を整備 突堤：50.0m 継続

1208 漁港海岸侵食対策事業
（北下浦海岸）
（港湾部港湾整備課）

■漁港海岸侵食対策として、離岸堤を整備 離岸堤：23.0m 継続

1209 海浜地清掃事業
（環境部廃棄物対策課）

■公益財団法人かながわ海岸美化財団と連携し、東京湾側８
海岸、相模湾側６海岸を清掃

清掃実績：３８４回、139,350kg 継続

1210 東京湾クリーンアップ大作戦inはしり
みず
（港湾部港湾企画課）

■【中止】近隣小中学生を中心としたボランティアによる海浜
地（走水伊勢町海岸）の清掃

中止のためなし 継続

1211 砂浜美化ボランティア活動の推進
（港湾部港湾管理課）

■市民ボランティアによる海浜地の美化活動 令和５年度報告なし 継続

1212 海水浴場の水質検査
（民生局健康部保健所生活衛生課）

■海水浴場における開設前、開設中の水質検査
　調査時期：５・７月、１日２回、２日間
　調査対象：海水浴場1か所（長浜海水浴場）
　検査項目：ふん便性大腸菌群数、Ｏ157、ＣＯＤ、
　　　　　ｐＨ、透明度、油膜の有無、気温、水温

水質判定結果：「適」（水質判定基準による） 継続

1213 10,000メートルプロムナード活性化
事業
（経営企画部企画調整課）

■各部局間の調整
■10,000メートルプロムナード活性化協議会開催
■イベントの開催

10,000メートルプロムナード活性化協議会：１回
開催
イベント開催数：５回

継続

1214 ため池の維持管理
（経済部農水産業振興課）

■市内10か所に点在するため池の施設維持管理 除草、清掃、流入水路清掃委託：９か所 継続
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基本目標１　人と自然が共生し、ゆたかな環境に親しめるまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱３　生物多様性の保全・再生と活用

1301 生物多様性保全・再生の基本となる戦
略の策定
（建設部自然環境・河川課）

■生物多様性地域戦略については、新たなみどりの基本計画
等の策定時に盛り込むことを視野に今後も継続して検討
■生物多様性自治体ネットワーク会議等において他事業体の
策定状況、方法について情報収集

継続して実施 継続

1302 自然共生サイトへの登録の推進
（建設部自然環境・河川課）

■環境省の取り組み「自然共生サイト」に野比かがみ田緑地を
申請

審査結果「認定」 継続

1303 里山的環境保全・活用事業
（建設部自然環境・河川課）

■横須賀市里山活動推進協議会、里山活動連絡会の運営及
び開催
■長坂緑地（長坂５丁目）において田んぼ学校を実施
■長坂緑地で里山ボランティア育成講習会を開催
■野比かがみ田緑地（野比５丁目）の環境再生整備を指定管
理者による実施へ移管
■長坂緑地での民官連携による活動団体を募集

田んぼ学校（荻野小５年24人）
親子田んぼ体験（109人）
リースづくり（18人）
門松づくり（36人）

継続

1304 ＹＲＰ「光の丘水辺公園」のモニタリン
グ協力及び活用支援
（教育総務部博物館運営課）

■水辺公園友の会主催の月例自然観察会において昆虫分野
の指導

調査回数：５回 継続

1305 身近な自然の保全とふれあい推進事
業
（建設部自然環境・河川課）

■自然環境調査（ホタル、長浜、県立観音崎公園）
■自然観察会の開催（長坂緑地）

自然環境調査（ホタル）：
６月７日３か所（風早、荻野川・沢山池側、荻野川・
虫山池側）
６月21日２か所（田浦泉町、西逸見ホタルの里）で
調査実施
自然環境調査（長浜、県立観音崎公園）：
５月18日、５月24日、８月30日、９月29日、１月
24日、25日、３月13日
自然観察会の開催（長坂緑地）：
５月14日・参加者22人、
９月16日・参加者1８人に実施

継続

1306 天神島臨海自然教育および馬堀自然
教育園の管理およびモニタリング事業
（教育総務部博物館運営課）

■天神島臨海自然教育園及び馬堀自然教育園の保全管理
■開園日に１日1～２回の巡回・清掃作業
■園内動植物の昼夜観測によるモニタリング
■園内樹木の適正な生育環境の創造を目的とした伐採事業

ホタル類夜間モニタリング(馬堀)：３回
昆虫類等夜間モニタリング(天神島)：2回

継続

1307 相模湾の海洋生物および沿岸生物調
査事業
（教育総務部博物館運営課）

■天神島臨海自然教育園内の海浜性昆虫等を調査
■天神島臨海自然教育園内のタイドプール魚類調査

海浜性昆虫等調査：2回
タイドプール調査：10回

継続

1308 三浦半島の河川水生動物相調査
（教育総務部博物館運営課）

■前田川水生動物相調査
■平作川水生生物調査
■田越川水生生物調査

前田川水生動物相調査：2回
平作川水生生物調査：1回
田越川水生生物調査：1回

継続

1309 三浦半島の自然保全調査事業
（教育総務部博物館運営課）

■自然環境・河川課への協力による荒崎・観音崎海岸の海岸
動植物を調査

荒崎・観音崎海岸の海岸動植物調査：2回 継続

1310 鳥獣保護管理対策事業
（建設部自然環境・河川課）

■特定外来生物等の防除 捕獲頭数
アライグマ：356頭
クリハラリス：４,１８３頭
ハクビシン：132頭

継続

1311 博物館研究報告（自然）の発行
（教育総務部博物館運営課）

■博物館研究報告（自然）を発行する 発行：7１号 継続
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基本目標１　人と自然が共生し、ゆたかな環境に親しめるまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱４　自然と調和した公園や文化的景観の保全・形成・活用

1401 公園リニューアル事業
（建設部公園建設課）

■長寿命化対策として老朽化した遊具のリニューアル 遊具リニューアル：池田１丁目公園ほか5公園 継続

1402 公園施設整備事業
（建設部公園活用推進担当）

■三笠公園施設改修事業
■大矢部弾庫跡地活用検討事業

サウンディング調査、実証実験（三笠）
サウンディング調査、測量・地質調査、
埋蔵文化財調査（大矢部）

継続

1403 都市公園の配置・機能の適正化検討事
業
（建設部公園建設課）
（建設部公園活用推進担当）

■長井海の手公園交流拠点機能拡充事業
（公園活用推進担当）

長井海の手公園ソレイユの丘
リニューアルオープン（公園活用推進担当）

継続

1404 周辺の自然環境と一体となった指定
文化財の適正管理
（教育総務部生涯学習課）

■史跡や文化財施設等の維持管理 除草清掃箇所：1０か所 継続

1405 市街地における適正な土地の高度利
用に関する条例運用事務
（都市部都市計画課）

■土地の高度利用を図る際に公園や空地等を確保 令和5年度実績なし 継続

1406 景観協議、土地利用行為協議等
（都市部まちなみ景観課）

■景観条例に基づく景観協議や宅地造成、中高層建築物の建
設に伴う協議において、みどりの配置や道路等からの見え方
について協議
■景観計画に位置付けた眺望景観保全基準に基づく建築物
等の高さの制限により、海やみどりへの眺望を確保

景観協議実施数：151件
土地利用行為協議実施数：47件

継続

1407 景観重要樹木の指定及び活用
（都市部まちなみ景観課）

■景観重要樹木の指定とデジタルアーカイブの整備 指定中の樹木数：235本（28か所）
公開中のアーカイブ数：２件

継続

1408 近代化遺産の保存と活用
（教育総務部生涯学習課）

■千代ヶ崎砲塔砲台監守衛舎等、近代遺跡・近代化遺産の調
査
■千代ヶ崎砲台跡の一般公開

継続して実施 継続

1409 浦賀港周辺地区再整備事業
（都市部まちなみ景観課）

■浦賀の魅力創出を目指したレンガドック活用イベントの開催
支援

イベント開催支援：4回 継続

1410 新指定重要文化財の指定
（教育総務部生涯学習課）

■新指定重要文化財の指定 指定件数：１件 継続

1411 市民文化資産等保存振興事業
（文化スポーツ観光部文化振興課）

■市民文化遺産等の保存と有効な活用を図るため、市民文化
資産管理者へ管理奨励金を交付

交付件数：16件 継続

1412 説明板の設置、鑑賞の場の設定による
市民と文化財とのふれあいの増進
（教育総務部生涯学習課）

■既設説明板の補修 修繕：３件 継続

1413 埋蔵文化財包蔵地の情報提供や保護
措置、事前相談の実施
（教育総務部生涯学習課）

■「適正な土地利用行為の調整に関する条例」に基づき、文化
財の保護について開発行為を実施する事業者との協議
■生涯学習課窓口やホームページ等で埋蔵文化財包蔵地に
関する情報を提供

協議件数：４５件 継続

1414 埋蔵文化財の適切な保存
（教育総務部生涯学習課）

■埋蔵文化財包蔵地で開発行為等が計画された際に、埋蔵文
化財保護のための試掘・確認調査

試掘・確認調査：５件 継続

1415 埋蔵文化財発掘調査速報展の開催、
試掘結果の公表
（教育総務部生涯学習課）

■埋蔵文化財速報展を実施し、近年の主な埋蔵文化財調査、
新指定重要文化財調査の結果を速報として公表

市役所展示コーナー、生涯学習センター、衣笠行
政センター、浦賀行政センター、西行政センターを
巡回

継続

1416 文化財保護団体への活動費補助の交
付
（教育総務部生涯学習課）

■郷土芸能の保護育成を目的とする文化財保護団体に対し
活動費補助金を交付

補助金交付件数：１件 継続

1417 民俗芸能ミニイベントの開催等による
市民への啓発促進
（教育総務部生涯学習課）

■民俗芸能ミニイベントの開催 令和６年２月18日　コースカにて開催
来場者数　約300人

継続

1418 伝統的芸能行事等の継承のための後
継者育成
（教育総務部生涯学習課）

■神奈川県民俗芸能保存協会に対し、地元で開催される郷土
芸能の情報を提供

継続して実施 継続

1419 史跡地の保護や文化財調査の促進、
文化財の保護に係る補助の実施
（教育総務部生涯学習課）

■国有文化財の管理（「三浦安針墓」の見廻り看視の実施）
■国、県、市指定重要文化財管理者に対し、文化財管理奨励
金を交付

奨励金交付件数：2５件 継続

1420 史跡や歴史的町並み、原風景の保存
（教育総務部生涯学習課）

■千代ヶ崎砲台跡等の史跡の除草・清掃等 継続して実施 継続
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基本目標２　気候変動に適応し、脱炭素社会へ移行するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱１　再生可能エネルギーの導入・活用の促進

2101

省エネルギー及び再生可能エネルギー
についての情報提供
(経営企画部都市戦略課)

■国や県などの再エネ補助等のチラシやポスターを掲載 事務室カウンターにおいてチラシを配架 継続

2102

再生可能エネルギー導入の推進
（経営企画部都市戦略課）

■市所有の公共施設に再生可能エネルギー設備を導入
■横須賀ごみ処理施設（エコミル）におけるごみ焼却時に発生
する廃熱により発電した電気を市の公共施設で利用
■実質再生可能エネルギー由来の電力を市の公共施設で利
用

再生可能エネルギー設備の導入：14か所
クリーンエネルギー電力の利用施設数：111施設

継続

2103

横須賀ごみ処理施設（焼却施設）にお
ける廃熱により発電した電気の利用
（環境部広域処理センター）

■横須賀ごみ処理施設（焼却施設）におけるごみ焼却時に発
生する廃熱により発電した電気の施設内利用

ごみ焼却量：82,271トン
発電電力量：38,568,230kWh

継続

2104

よこすかエコポイント事業
（経営企画部都市戦略課）

■太陽光発電システム、家庭用燃料電池システム、定置用リチ
ウムイオン蓄電システム、窓の断熱改修、ＨＥＭＳを新規設置・
購入した市民に市内協力事業者の商品券等と交換できるエコ
ポイントを交付

申請件数：３５３件
交換件数：３１３件

継続

2105

太陽光発電事業に係る市施設の屋根
貸し事業
（経営企画部都市戦略課）

■事業者と協定を締結し、市施設の屋根を貸し付け、太陽光
発電事業を行う

大矢部中学校：発電容量22.0kW
池上中学校：発電容量49.5kW

継続

2106

太陽光発電等の利用
（建設部公園建設課）

■太陽光発電時計等の設置 夏島グラウンドほか１公園 継続

2107

コージェネレーション設備の稼働
（民生局健康部健康総務課）

■ウェルシティ市民プラザのコージェネレーション設備の稼働
により、受給電力の一部を削減するとともに、発電時の発生
熱エネルギーをプール室等の給湯に有効活用

継続して有効活用中 継続
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基本目標２　気候変動に適応し、脱炭素社会へ移行するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱２　省エネルギーの推進

2201

横須賀市地球温暖化対策地域協議会
事務局の運営
（経営企画部都市戦略課）

■「横須賀市地球温暖化対策地域協議会」において温室効果
ガス削減に向けた活動を推進
■節電啓発事業の実施、広報活動などへの支援

総会・理事会等の開催：４回 継続

2202

環境配慮指針の活用
（環境部環境政策課）

■「横須賀市環境配慮指針」、「環境にやさしい市民・事業者の
行動・配慮指針」の市ホームページへの掲載による周知及び活
用の促進

継続して実施 継続

2203

横須賀市環境マネジメントシステム（Ｙ
ＥＳ）の運用管理
（経営企画部都市戦略課）

■横須賀市独自の環境マネジメントシステム（ＹＥＳ）の運用・
管理

内部環境監査の実施
ホームページ等による情報公開（通年）

継続

2204

「庁内環境活動実績報告書」の作成・配
付
（経営企画部都市戦略課）

■本市独自の環境マネジメントシステム（ＹＥＳ）の運用状況や
グリーン購入の推進など環境活動に関する「庁内環境活動実
績報告書」を作成・公表

ホームページ等による情報公開（通年） 継続

2205

グリーン購入の推進
（経営企画部都市戦略課）

■「横須賀市グリーン購入調達方針」を作成し、庁内における
物品等の調達時にグリーン購入を実践

ホームページ等による情報公開（通年） 継続

2206

緑のカーテンの取り組みの周知啓発
（経営企画部都市戦略課）

■横須賀市地球温暖化対策地域協議会で「緑のカーテン作り
方講習会」及び「緑のカーテンコンテスト」を実施

緑のカーテン作り方講習会受講者：58人
緑のカーテンコンテスト応募数：１２件

継続

2207

雨水利用
（民生局健康部健康総務課）

■ウェルシティ市民プラザにおいて雨水を貯水槽に集水し、
濾過器を通しトイレの雑用水（中水）に利用

水節約量：1,248ｍ３ 継続

2208

下水処理水の再利用
（上下水道局技術部水再生課）

■下水汚泥を脱水する際に使用する凝集剤溶解水や機器の
冷却水等に下水処理水を再利用

再利用量：8,011,349 m3/年
（３浄化センター分）

継続

2209

エネルギーの効率利用
（都市部建築計画課）

■高効率機器の採用（教育研究所その他施設）
■ＬＥＤ照明の採用（南体育館大体育室その他施設）
■トップランナー変圧器の採用（南体育館大体育室その他施
設）
■インバーター制御エレベータの採用（自然・人文博物館その
他施設）

ＬＥＤ照明：42件

インバーター制御エレベータ：３件

継続

2210

エネルギーの使用の合理化
（経営企画部都市戦略課）

■エネルギー使用設備のエネルギー使用合理化のための管理
要領を定めた管理標準の作成を行う

必要に応じ管理標準の見直し等を実施 継続

2211

省エネルギー機器の導入
（上下水道局技術部浄水課）

■大矢部高区ポンプ所ポンプ制御盤をインバーター制御に更
新
（令和５～６年度工事）

継続

2212

中小企業等省エネ化支援補助金
（経済部経済企画課）

■物価・エネルギー高騰への事業者支援策として、中小企業
等の省エネ設備への更新費用の一部を補助し、燃料などの抑
制に伴うコスト節減効果により経営力の強化を図る。（補助率
1/2、限度額500千円）

交付件数：305件
交付金額：106,568千円

休止

2213

市内中小製造業者を対象とした省エネ
ルギー設備導入にかかる経費への補
助金
（経済部企業誘致・工業振興課）

■市内の中小製造業者の省エネルギー化を促進するととも
に、省エネ設備導入による効果額がコロナ影響への補填やア
フターコロナの社会への機動的対応の一助となるよう省エネ
設備導入に対し助成

助成：８件 終了

2214

商店街共同施設整備・補修・撤去事業
補助金（省エネ電球への交換）
（文化スポーツ観光部商業振興課）

■商店街街路灯等の水銀灯等の省エネ電球への交換に係る
工事費を補助

令和５年度実績なし 継続
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基本目標２　気候変動に適応し、脱炭素社会へ移行するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱３　脱炭素型のまちづくり

2301

ゼロカーボンシティよこすか2050ア
クションプランの推進
（経営企画部都市戦略課）

■横須賀市地球温暖化対策地域協議会との協力・連携によ
る、よこすかエコポイント事業や、EV導入補助等、市域におけ
る温暖化対策の取組を推進
■ＹＥＳに基づき市施設、各課等において省エネルギー対策を
推進

令和４年度の市域からの温室効果ガス排出量：約
1,944千トン（基準年度比23.9％削減）
令和５年度の市の事務事業からの温室効果ガス
排出量：68,854トン（基準年度比：25.9％削減）

継続

2302

市公用車への次世代自動車の導入
（経営企画部都市戦略課）

■公用車のリース期間満了等に合わせ、次世代自動車を導入 次世代自動車導入率（上下水道局除く）：20.6% 継続

2303

電動アシスト付自転車の運用・管理
（経営企画部都市戦略課）

■地球温暖化対策及び職員への啓発を目的に導入した電動
アシスト付自転車２台を公用自転車として利用

利用回数：延べ171回 継続

2304

家庭用電気自動車等導入者奨励金の
実施
（経営企画部都市戦略課）

■家庭用電気自動車等導入者奨励金 奨励金交付件数
　電気自動車：46件
　Ｖ２Ｈ：4件

継続

2305

事業用電気自動車等購入者補助金の
実施
（経営企画部都市戦略課）

■民間事業者への充電器設置補助
■民間事業者へのＥＶ導入費補助
■次世代自動車を活用した先進的な取り組みを行う事業者等
の認定
■共同住宅と事業所（通勤車両・事業用車両）のEV充電器設
置に向けて重点的にPR

充電器設置補助：0件、0基
ＥＶ導入費補助：6件、6台
事業者等認定：０件

継続

2306

ＥＶカーシェアリングの実施
（経営企画部都市戦略課）

■市民等に向けたＥＶの運転機会の創出や車両の走行による
ＥＶの普及促進を図ることを目的に実施

ＥＶカーシェアリング車両台数：２台 継続

2307

ごみ収集車購入事業
（環境部久里浜収集事務所）

■ごみ収集車の更新時に低公害車を導入 導入台数：5台 継続

2308

公用車の低公害車導入
（総務部総務課）

■「横須賀市グリーン購入基本方針」によるリース車両を新規
導入

導入台数
軽乗用：７台
普通乗用：１台

継続

2309

公用車の低公害車導入
（上下水道局経営部総務課）

■公用車の更新時に「横須賀市グリーン購入基本方針」に基
づき低公害車を導入

導入台数：５台 継続

2310

ノンステップバス導入補助
（都市部都市計画課）

■高齢者をはじめ誰もが安全で利用しやすいノンステップバ
スの普及促進のため、バス事業者が購入するノンステップバ
スに対し、車両購入費の一部を補助

補助（導入）台数：３台 継続

2311

自転車利用のための環境整備
（文化スポーツ観光部観光課）

■令和５年４月から随時HELLO CYCLING（シェアサイクル
事業）のステーションを増設

増設：３０か所→４１か所
利用状況：18,536回

継続（拡
大）

2312

道路整備の推進
（建設部道路整備課）

■渋滞の軽減及び円滑な交通流確保のため、「快適な暮らし
を支える生活基盤整備」として市内環状線の整備を推進

整備：１路線 継続

2313

交通問題対策部会の運営
（建設部道路整備課）

■交通事故や通学路等の安全対策などの交通の諸問題に対
応するため、道路管理者と交通管理者が道路施設の改善に関
する情報共有・連絡調整するための会議を開催

書面による会議：１回
対面による会議：１回

継続

2314

広域幹線道路整備促進事業
（建設部土木計画課）

■広域連絡機能を強化し、都市の活力を維持発展させるた
め、都市間や地域間相互を連絡する圏央道、三浦半島中央道
路などの早期整備のための要望活動

書面による会議：１回
対面による要望：１回
往訪による要望：１回

継続

2315

国県道整備事業調整事務
（建設部土木計画課）

■三浦縦貫道路Ⅱ期や(都）安浦下浦線などの広域幹線道路
について、事業主体や関係機関との調整

継続して実施 継続

2316

地域公共交通検討事業
（都市部都市計画課）

■地域公共交通会議の開催 会議開催：年１回 継続

2317

国道357号整備促進事業
（建設部土木計画課）
（都市部都市計画課）
（経営企画部まちづくり政策課）

■国道357号（八景島～夏島）の工事着工
■国道357号（夏島以南）の延伸ルート案の検討
■引き続き、国道357号（八景島～夏島）早期供用と南下延
伸ルートの都市計画決定に向け、事業主体や関係機関との調
整

水路改修工事（国交省）
関係機関との協議：6回

継続

2318

市街地再開発事業
（経営企画部まちづくり政策課）

■市街地再開発組合への支援および事業化を目指す権利者
組織への支援

再開発組合：２地区
再開発準備組合：２地区
再開発協議会等：４地区

継続

2319

よこすか野菜魅力発信
（経済部農水産業振興課）

■地産地消の推進
・市役所を活用した生産者直売会の開催
・市内東部地域での販売機会の創出
・よこすか野菜販売場所へののぼり旗の掲出

・市役所生産者直売会：12回（毎月1回）
・京急上大岡駅でのすかなごっそ出張販売：２回
・のぼり旗掲出箇所数（年度末）　：90か所

継続

2320

よこすか海の幸魅力発信
（経済部農水産業振興課）

■地場産水産物等のＰＲイベント
・地場水産物PRイベントの開催および支援

イベント回数：３回
・親子で学ぶ魚のさばき方教室の開催
・よこすかさかな祭りへの支援
・魚のさばき方・包丁の研ぎ方教室への支援

継続

2321

ブルーカーボン事業の検討
（経営企画部都市戦略課）

■吸収源対策の一環として、海藻類が吸収する二酸化炭素
（ブルーカーボン）に着目した取り組みの検討
■回復した藻場のCO2吸収量の認証とそれに基づくクレジッ
ト化の申請

ブルーカーボン推進検討会（分科会含む）の開催：
年４回
Ｊブルークレジットの認証：藻場2,400 ㎡、CO2
吸収量0.6トン

継続
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基本目標２　気候変動に適応し、脱炭素社会へ移行するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱４　気候変動への適応

2401

既成宅地防災工事助成事業
（都市部宅地審査防災課）

■一定の条件に適合した防災工事を施行する市民に対して工
事費用の助成及び相談

工事費助成：６件
設計費助成：６件
地質調査費助成：４件

継続

2402

急傾斜地崩壊対策事業
（都市部宅地審査防災課）

■県事業である急傾斜地崩壊対策事業において、受益者負担
金を市が代わりに負担することで工事を促進

継続して実施 継続

2403

地域防災計画推進事業
（市長室危機管理課）

■横須賀市地域防災計画（各災害対策計画編）の改訂、公表 継続して実施 継続

2404

防災パネル展の開催
（都市部宅地審査防災課）

■土砂災害防止に対する市民の理解と関心を深めるため「防
災パネル展」を開催

期間：令和５年６月１９日～2３日
場所：市役所１階展示コーナー

継続

2405

雨水排水設備の整備
（上下水道局技術部計画課）

■降雨時の浸水を防止するため、雨水排水施設の整備を推進 雨水整備面積率：46.5％ 継続（拡
大）

2406

雨水浸透桝の設置指導
（上下水道局技術部給排水課）

■排水設備の計画確認申請時に浸水被害軽減を目的とした
雨水浸透桝の設置を促進

継続して実施 継続

2407

透水性舗装整備
（建設部公園建設課）

■透水性舗装 ヴェルニー公園：112.9㎡ 継続

2408

透水性舗装整備
（建設部道路整備課）

■透水性舗装 令和４年度若松日の出線歩道改良舗装工事：
265㎡
令和5年度市内環状線街路改良舗装工事：253㎡
令和４年度久里浜西口栄通り歩車道整備工事：
417㎡
市道572号舗装道補修工事：987.5㎡

継続

2409

活断層上やその周辺の建築物におけ
る安全性の確保
（都市部都市計画課）

■既知の活断層上で横須賀市土地利用調整条例第９条に基
づく大規模土地利用行為のあった場合に対応

令和５年度実績なし 継続

2410

災害予防対策事業
（市長室危機管理課）

■横須賀市高潮ハザードマップ及び災害リスクマップの作成・
公表

高潮ハザードマップ作成部数：40,000部
災害リスクマップ：187,000部（全戸配布）

継続

2411

内水による浸水ハザードマップ
（上下水道局技術部計画課）

■水防法第14条の2第2項の規定に基づく、雨水出水浸水想
定区域を指定し、横須賀市ホームページにおいて公表。
これにより、水防法施行規則に基づく内水ハザードマップに
変更（想定し得る最大規模の雨（関東地方153㎜/h））

水防法施行規則に基づく内水ハザードマップに変
更

継続

2412

熱中症予防啓発
（民生局健康部健康増進課）

■広報よこすかに啓発記事を掲載、全戸配布
■民生委員による個別訪問時のチラシ配布と声かけ
■庁内外にポスター掲示及びチラシ配布
　（私立保育園、認定こども園、私立幼稚園、学童クラブ、
　　医師会・歯科医師会・薬剤師会会員等）
■イベント開催時や教室開催時にチラシ配布
■熱中症警戒アラート発表時にはＬＩＮＥ配信し、
　 熱中症予防行動の呼びかけ
■公共施設・民間施設のフリースペースを活用した
　 ひと涼み場所の設定
■独立行政法人環境再生保全機構(ＥＲＣＡ)の
　 モデル事業へ採択

継続して実施 継続

2413

熱中症予防対策
（消防局救急課）

■リーフレットの作成
■ポスター作製
■熱中症予防に関する市民への広報活動
　救急講習での広報
　予防救急講習会の開催
　防災訓練や各種イベントでの広報
　ホームページを活用した広報
　熱中症予防に関する講習形態の動画を公開
■神奈川県へ熱中症発生件数を随時情報提供
■救急車両等に予防啓発ステッカーを掲示

継続して実施 継続

2414

感染症媒介蚊サーベイランス
（民生局健康部保健所保健予防課）

■感染症媒介蚊サーベイランスを実施し、調査結果を始め、蚊
媒介感染症の情報を市HPに掲載
■蚊媒介感染症のウイルスが検出されなかったこと等の情報
提供

調査場所：４地点
調査回数：６月から10月、月１回計５回実施
結果：240匹全て陰性
（結果を市HPに掲載）

継続
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基本目標３　身近なところから生活を見直し、循環型社会を構築するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱１　ごみの減量化・資源化の推進

3101

循環型都市推進事業
（環境部環境政策課）

■ごみ処理基本計画の進行管理
■ごみ処理実施計画の策定
■食品ロス削減推進計画の策定
■連町会長会議にて地域における災害廃棄物対応の説明の
実施

廃棄物減量等推進審議会：３回
ごみの排出量：112,088トン（前年度比約5.1％
減）
ごみ焼却量：77,565トン（前年度比約5.1％減）
資源化率：32.4％（前年度比0.1ポイント増）
埋立量：698トン（前年度比18.9％増）
市民１人当たりの１日のごみの排出量
（集団資源回収を除く）：684g（前年度より28g、
3.9％減）

継続

3102

プラスチック資源化・再商品化の推進
（環境部環境政策課）

■容器包装プラスチックと製品プラスチックの一括収集及び
再商品化の実施
■プラスチック再商品化計画にかかるプラスチック使用製品
廃棄物の品質調査、再商品化製品の品質検査の実施

プラスチック資源化量：6,422トン 継続

3103

リユース促進事業
（環境部環境政策課）

■おもちゃの常設拠点回収やおもちゃ・陶器のアイクルフェア
での単発回収を行い海外でリユースを実施（令和５年10月開
始）
■リユースプラットフォーム「おいくら」の活用によるリユース
の案内を市ホームページに掲載（令和６年３月開始）

おもちゃ回収量：1,045kg
陶器回収量：210kg
おいくら依頼数：24件（商品数：49点）

継続

3104

ごみの有料化に関する調査
（環境部環境政策課）

■全国自治体における家庭ごみ有料化の実施状況を調査
■県内の有料化実施自治体からの情報収集

継続して実施 継続

3105

生ごみ減量化推進事業
（環境部環境政策課）

■家庭用生ごみ等減量化処理機器を購入した市民に補助金
を交付

交付件数：218基
金額：4,167,700円

継続

3106

ごみの減量化・資源化啓発事業
（環境部環境政策課）

■広報よこすかや市HPを活用した。ごみの減量化・資源化、
適正処理についての啓発
■分別パンフレット、ごみ出し曜日カレンダーの発行
■ごみ問題学習会の開催（市民を対象としたごみ処理施設の
見学会）
■子どもごみ教室の開催（未就学児・小中学生・高校生を対象
とした、ごみ処理を中心とした環境問題の学習会）
■ごみトークの開催（町内会、自治会等を対象としたごみの減
量化・資源化啓発事業に関する説明会）
■児童用ごみ減量啓発冊子の配布（市内全市立小学校4年生
を対象）

・子どもごみ教室
開催回数：42回
参加人数：延べ1,895名
・ごみ問題学習会
開催回数：22回
参加人数：延べ383名
・ごみトーク
開催回数：303回
参加人数：延べ8,286名
・児童用ごみ減量啓発冊子
作成部数：3,600部

継続

3107

ごみダイエット推進員活動
（環境部環境政策課）

■研修会の開催 開催回数：20回
参加人数：280名

継続

3108

海洋プラスチックごみ対策アクション
宣言による賛同事業者との連携
（環境政策課）

■海洋プラスチックごみ対策アクション宣言賛同事業者との
連携及び取り組み支援

賛同事業者数：23７団体 継続

3109

アイクル施設見学
（環境部環境施設課リサイクルプラザ）

■リサイクルプラザ「アイクル」の見学により、ごみの資源化を
普及啓発

143団体（4,789人）
個人見学  202人

継続

3110

アイクルフェアの開催
（環境部環境施設課リサイクルプラザ）

■ごみの減量化・資源化の推進を目的として「アイクルフェア」
（年１回）を開催

11月19日に開催 継続

3111

リサイクル体験教室
（環境部環境施設課リサイクルプラザ）

■古布などの廃棄物を利用した作品づくり等のリサイクル体
験教室を開催

開催回数：31回、延べ378人 継続

3112

リサイクルプラザ再資源化推進
（環境部環境施設課リサイクルプラザ）

■分別収集した資源ごみをリサイクルプラザで圧縮・梱包し、
再資源化を推進（リサイクルプラザ搬出実績）

スチール缶：491トン
アルミ缶：752トン
無色のびん：784トン
茶色のびん：580トン
その他の色のびん：370トン
ペットボトル：1,58４トン
段ボール：3,５２８トン
紙パック：４９トン
その他の紙：５８９トン
容器包装プラスチック：2,941トン
プラスチック資源：3,172トン

継続

3113

再生家具の提供
（環境部環境施設課リサイクルプラザ）

■再生家具の提供 再生家具提供数：49点 継続

3114

使用済み乾電池収集処理事業
（環境部廃棄物対策課）
（環境部久里浜収集事務所）

■市内356か所に使用済み乾電池の回収箱を設置し、収集し
た乾電池を委託によりリサイクル処理

設置場所
　小売店等：269店
　町内会館等：41施設
　市施設：41施設
　県施設：５施設

継続

3115

下水汚泥焼却灰等の再資源化
（上下水道局技術部水再生課）

■下水処理の過程で発生した汚泥を焼却し、できた焼却灰等
をセメント等の原料とする再資源化を検討、実施

発生汚泥焼却灰等　数量： 1,343.28トン
セメント化等再資源化　数量： 928.19トン

継続

3116

ミックスペーパー等回収事業
（環境部環境政策課）

■市庁舎等から排出される古紙などを回収し、資源化を促進 ミックスペーパー：137,625㎏
廃蛍光管：2,310㎏

継続

3117

ミックスペーパー等回収事業
（総務部会計課）

■市庁舎等から排出される古紙などを回収し、資源化を促進 新聞：８,３３0㎏
段ボール：1５,５１0㎏

継続

3118

公文書廃棄事業
（総務部総務課）

■保存年限が経過したことにより廃棄する公文書などを回収
し、資源化を促進

公文書廃棄量：90,020kg 継続
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基本目標３　身近なところから生活を見直し、循環型社会を構築するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

3119

焼却灰溶融固化等処理事業
（環境部広域処理センター）

■横須賀ごみ処理施設で発生した焼却灰を埋め立て処分で
はなく、溶融固化等により再資源化を推進

溶融固化等量：6,840トン 継続

3120

放置自転車リサイクル事業
（建設部土木計画課）

■駅周辺等から移動した放置自転車のうち、返還されなかっ
たものを売却

放置自転車の売却：733台 継続

3121

使用済小型家電再資源化事業
（環境部久里浜収集事務所）

■市施設15か所での使用済小型家電回収ボックス等による
回収及び直接搬入された粗大ごみからピックアップ回収

処理量：38トン 継続

3122

小型充電式電池資源化回収
（環境部久里浜収集事務所）

■市施設３か所に小型充電式電池リサイクルボックスを設置
し、広域認定事業者によりリサイクル処理

回収箱の設置場所
　市役所本庁舎、リサイクルプラザ、横須賀ごみ処
理施設
処理量：２トン

継続

3123

ごみ収納ボックス・カラス除けネット配
付事業
（環境部廃棄物対策課）
（環境部久里浜収集事務所）

■市民等に対する一般廃棄物の分別排出の指導を実施
■データ（集積所の位置）の管理

町内会へ配付
　ごみ収納ボックス：232基
　カラス除けネット：1,101枚

継続

3124

集団資源回収推進事業
（環境部廃棄物対策課）

■町内会などの団体と資源回収業者との協力によって実施
される集団資源回収の推進のため、回収量に応じた奨励金を
交付するなど側面からの支援

実施団体：505団体
実施回数：13,192回
回収量：15,734トン

継続

3125

クリーンよこすか推進事業
（環境部環境政策課）

■クリーンよこすか市民の会委員による、まちの清掃美化活
動の実践と啓発
■クリーンよこすか市民のつどい開催
■ポイ捨て防止街頭キャンペーン

クリーンよこすか市民のつどい：377名参加
ポイ捨て防止街頭キャンペーン：全10回、122名
参加
小中学生ポスター応募数：1,028点
小中学生標語応募数：466点

継続
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基本目標３　身近なところから生活を見直し、循環型社会を構築するまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱２　ごみの適正処理の推進

3201

ポイ捨て防止対策事業
（環境部環境政策課）
（環境部久里浜収集事務所）

■広報よこすかや市HPを活用した、ポイ捨て防止、路上禁煙
の周知啓発
■各種キャンペーンの開催（ごみゼロ啓発キャンペーン、年末
ポイ捨て防止啓発街頭キャンペーン）
■路上禁煙啓発ポスターの作成と京急バス車内への掲出
■路上禁煙地区の路上サイン張替
■継続した定点（７か所）でのポイ捨てごみ散乱状況実態調査

路上禁煙啓発ポスター：400枚作成
ポイ捨てごみ散乱状況実態調査：年４回
ごみゼロ啓発キャンペーン
　参加人数：93名
年末ポイ捨て防止啓発街頭キャンペーン
　参加人数：60名
路上サイン張替：20か所

継続

3202

事業系ごみ排出指導事業
（環境部廃棄物対策課）

■市内218事業者から事業系一般廃棄物減量化等計画書兼
実績書を受領

継続

3203

産業廃棄物の処理実態の把握、事業
者、処理業者への指導の推進
（環境部廃棄物対策課）

■産業廃棄物排出事業者、処理事業者、処理施設に対する監
視・指導

監視・指導
　排出事業者：13件
　処理業者：49件
　産業廃棄物処理施設：10件
　産業廃棄物処分場排水処理施設放流水の分析
検   査：12件

継続

3204

不法投棄防止事業
（環境部廃棄物対策課）
（環境部久里浜収集事務所）

■不法投棄防止のための啓発事業
■移動式監視カメラの設置

啓発事業
　パネル展：令和５年９月～12月
　（本庁舎・各行政センター10か所）
　市内３警察署との合同パトロール：９回
　移動式監視カメラ設置台数：８台

継続

3205

建設リサイクル法関連事業
（都市部建築指導課）

■建設リサイクル法の対象となる建設工事に係るパトロール、
分別解体に関する指導

届出件数：7６９件
通知件数：2１６件
パトロール実施件数：44件

継続

3206

建設リサイクル法関連事業
（環境部廃棄物対策課）

■特定建設資材の分別解体および適正処理を確認する建設
工事現場パトロール

パトロール実施件数：16件 継続

3207

ごみ最終処分事業
（環境部広域処理センター）

■不燃ごみ等選別施設において、破砕選別後の不燃性残さを
適正に処理（最終処分）

搬出量： 705トン 継続

3208

横須賀ごみ処理施設（焼却施設）にお
ける適正処理の推進
（環境部広域処理センター）

■収集したごみを適正に処理するために、焼却施設において
適正な焼却処理

ごみ焼却量：82,271トン 継続

3209

横須賀ごみ処理施設（不燃ごみ等選別
施設）における適正処理の推進
（環境部広域処理センター）

■粗大ごみ及び不燃ごみの破砕処理前に金属類、破砕不適物
の分別を実施

粗大ごみ及び不燃ごみ処理量：5,208トン
金属類等再資源：781トン
破砕不適物等処理：50トン

継続

11



基本目標４　安心で快適な生活環境を実現し、住みよいまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱１　大気環境の保全・改善

4101

有害大気汚染物質調査
（環境部環境保全課）

■大気中の有害大気汚染物質調査（毎月実施）
　２か所（追浜行政センター、横須賀市役所）
■大気中のダイオキシン類の調査（年２回実施）
　２か所（追浜行政センター、久里浜行政センター）

有害大気汚染物質調査：
　延べ８項目を測定し全項目で基準を達成
ダイオキシン類の調査：全地点で基準を達成

継続

4102

一般環境および自動車排出ガス常時
監視
（環境部環境保全課）

■一般環境大気測定局での大気汚染物質の毎時間濃度の測
定　４局（追浜、久里浜、西の各行政センター及び池上コミュニ
ティセンター）
■自動車排出ガス測定局での大気汚染物質の毎時間濃度の
測定　１局（小川町交差点）
■一般環境大気測定局での微小粒子状物質の成分分析
　１局（追浜行政センター）

一般環境大気測定局：
　延べ15項目を測定し全項目で基準を達成
自動車排出ガス測定局：
　延べ４項目を測定し全項目で基準を達成

継続

4103

公共施設におけるアスベスト含有建材
除去
（都市部建築計画課）

■北下浦市民プラザ煙突改修工事等に伴うアスベスト含有建
材の除去

断熱材の除去：１件
成形板等の除去：30件

継続

4104

工場・事業場の事前規制および立入検
査
（環境部環境保全課）

■大気汚染防止法に基づき、ばい煙発生施設等の設置などに
伴う事前指導
■大気汚染防止法、県条例などに基づく立入検査

設置届：５件（１３施設）
変更届：３件（５施設）
立入検査実施：延べ１５４件

継続

12



基本目標４　安心で快適な生活環境を実現し、住みよいまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱２　水・土壌環境の保全・改善

4201

水質の監視
（環境部環境保全課）

■公共用水域水質測定計画に基づく類型指定水域の調査（毎
月１回）
　　河川：３地点、海域：５地点
■地下水質調査（年１回）
　　８地点
■ダイオキシン類調査
　　水質 海域：５地点（年１回）
　　底質 海域：５地点（年１回）
　　地下水：３地点（年１回）
　　土　壌：３地点（年１回）

公共用水域
　河川：３地点で延べ100項目を測定し９３項目
　　　　で基準を達成（全項目達成は０地点）
　海域：５地点で延べ164項目を測定し1６０項目
　　　　で基準を達成（全項目達成は２地点）
地下水質
　８地点で延べ116項目を測定し112項目で基準
を達成（全項目達成は４地点）
ダイオキシン類
　海域、地下水、土壌の全地点で基準を達成

継続

4202

工場・事業場汚濁負荷量調査
（環境部環境保全課）

■総量規制対象工場の汚濁負荷量を報告させるとともに、汚
濁負荷量の測定、総量規制基準の遵守を指導

総量規制対象工場：９事業場 継続

4203

魚介類中の有害物質調査
（民生局健康部保健所生活衛生課）

■市内で水揚げされた魚介類について、食品の安全性確保の
ために有害物質の含有量を調査(国の定める暫定的基準値を
参考とする）
調査期間：7月～10月
調査対象：東京湾、相模湾の魚介類8検体の検査を実施
調査項目：魚介類7種8検体について、PCBおよび水銀の含
有量を調査

調査を実施した魚介類7種（8検体）に基準値を超
えた検体はなかった

継続

4204

ゴルフ場農薬調査
（環境部環境保全課）

■１ゴルフ場について水質調査結果を確認 ３地点、３回分 継続

4205

東京湾・相模湾の水質保全
（上下水道局技術部水再生課）

■浄化センターの水質管理を適切に実施
■浄化センターの放流水質の詳細は、上下水道局ホームペー
ジで公表

令和5年度の放流水質：全ての項目で排水基準値
に適合

継続

4206

工場・事業場の事前規制および立入検
査
（環境部環境保全課）

■水質汚濁防止法に基づき、水質関係特定施設等の設置など
に伴う事前指導
■水質汚濁防止法、県条例などに基づく立入検査

設置届：５件
使用届：０件
変更届：３件
汚濁負荷量測定手法変更：１件
立入検査件数：31件

継続

4207

土壌汚染対策
（環境部環境保全課）

■土壌汚染対策法及び県条例に基づく土壌調査等の指導 土壌汚染対策法に基づく届出：48件
県条例に基づく届出：65件

継続

4208

環境保全型農業推進事業
（経済部農水産業振興課）

■緑肥作物を導入した有機質な土づくりの推進に対する補助 申請件数：38件
申請面積：1,５６４a

継続

4209

水質汚濁防止対策
（上下水道局技術部水再生課）

■下水道法及び市条例に基づき、事業場排水の監視・指導
■事業場に対する立入検査（排水調査）

規制対象事業場数：259件
特定事業場：199件
非特定事業場：60件
事業場に対する立入検査（排水調査）件数：延べ
171件

継続

4210

東京湾岸自治体環境保全会議による
東京湾の水質改善に係る合同施策
（環境部環境保全課）

■ポイント事業及び研修会を実施
■東京湾水質調査報告書の作成
■ホームページで啓発活動を実施
■東京湾の水質改善に関する諸施策の推進を国へ要請
■東京湾環境一斉調査への参加

継続して実施 継続

4211

下水道への接続の促進
（上下水道局技術部給排水課）

■下水接続相談受付及び下水未接続による近隣住民からの
臭気等の苦情を受け、居住者に対し水洗化督励を実施

相談・苦情件数：18件 継続

4212

高度処理の導入
（上下水道局技術部計画課）

■下町浄化センター第４系列３池目をNADH風量制御を利用
した嫌気無酸素好気法の運転

継続して実施 継続

4213

公共下水道整備の推進・生活排水対策
の推進
（上下水道局技術部計画課）

■下水道事業計画区域における公共下水道の整備、普及を促
進

汚水処理人口普及率：99.0％ 継続
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基本目標４　安心で快適な生活環境を実現し、住みよいまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱３　その他生活環境の保全・改善

4301

道路に面する地域の騒音振動測定
（環境部環境保全課）

■主要道路沿道７地点において、騒音及び振動を測定し、環
境基準超過戸数及び割合を算出・評価
■測定結果を要請限度及び環境基準（騒音のみ）と比較する
ことによって状況を把握し、集計データを道路管理者あてに
送付

騒音
 ７地点で測定し、昼夜ともに全地点で基準を達成
振動
　７地点で測定し、全地点で昼夜ともに要請限度
　以下

継続

4302

悪臭発生工場・事業場調査
（環境部環境保全課）

■悪臭防止法に基づく調査 令和5年度測定調査なし（測定を伴う苦情等の発
生なし）

継続

4303

環境アセスメント調査指導等業務
（環境部環境保全課）

■環境アセスメントに係る事務 県環境アセスメントに伴う事務　０件 継続

4304

騒音・振動関係工場・事業場の規制指
導
（環境部環境保全課）

■騒音・振動規制法に基づき、特定施設の設置・変更に伴う届
出の受理と規制基準の遵守等を事前指導
■特定建設作業実施届出書の受理と騒音・振動防止等の指導
■特定工場等に対する立入検査及び公害苦情調査

特定施設の設置・変更に伴う届出
　届出受理件数：騒音17件、振動７件
特定建設作業実施届出書
　届出受理件数：騒音177件、振動73件
立入検査及び公害苦情調査
　実施件数：64件

継続

4305

深夜飲食店等深夜営業騒音の規制指
導
（環境部環境保全課）

■どぶ板通り周辺の深夜飲食店等に対して、関係機関と連携
して夜間パトロールを実施し、規制基準の遵守等を指導啓発

店舗への夜間指導・啓発：９回
騒音測定：３回
夜間指導・騒音測定：延べ143店舗

継続

4306

工場・事業場悪臭防止指導
（環境部環境保全課）

■県条例に基づく許可申請時に、悪臭の規制基準の遵守を指
導
■悪臭公害苦情に際して、事業者に指導を実施

県条例に基づく許可申請
　申請件数（悪臭関係施設）：設置１件、変更７件
悪臭公害苦情
　指導件数：１８件

継続

4307

空き地の火災予防対策
（消防局予防課）

■空き地の火災予防対策として、継続的な調査、適正な管理
（雑草の草刈りなど）を指導

調査件数：185件
指導対象数：58件
指導結果
　刈り取り完了（予定）：19件
　未完了：39件（所有者不明含む）

継続

4308

空き地への雑草刈り取り指導
（環境部環境保全課）

■空き地の雑草に関する苦情が発生した際に、土地所有者に
通知し、雑草の刈り取りを指導

苦情受付件数：６０件
指導件数：５4件

継続

4309

環境配慮指針（開発行為等事業編）及
び環境ナビゲーションシステムの活用
（環境部環境政策課）

■環境配慮指針（開発行為等事業編）について、パソコンによ
る検索が可能な「環境ナビゲーションシステム」を開発業者と
の協議の際に配付し、環境配慮の実践を促進

CD-ROM配付数：２枚 継続

4310

ダイオキシン類削減等に対処したごみ
処理施設の整備、管理の適正化
（環境部広域処理センター）

■横須賀ごみ処理施設において、バグフィルター等によるダ
イオキシン類の削減対策

ダイオキシン類調査結果（基準値:0.005ｎg－
TEQ/㎥Ｎ以下）
　１号炉 （２回）
　　　0.000014ｎg－TEQ/㎥Ｎ
　　　0.00012ｎg－TEQ/㎥Ｎ
　２号炉（２回）
　　　0.0015ｎg－TEQ/㎥Ｎ
　　　0.00023ｎg－TEQ/㎥Ｎ
　３号炉（２回）
　　　0.0026ｎg－TEQ/㎥Ｎ
　　　0.0028ｎg－TEQ/㎥Ｎ

継続

4311

廃棄物焼却施設・最終処分場の維持管
理指導
（環境部廃棄物対策課）

■廃棄物焼却施設・最終処分場から排出されるダイオキシン
類について、事業者が実施する分析検査の確認を行うととも
に、施設の維持管理状況の調査

廃棄物焼却施設
　調査対象：１か所
　検査項目：排ガス、燃え殻、ばいじん中の
　　　　　　ダイオキシン類
最終処分場
　調査対象：３か所
　検査項目：地下水中のダイオキシン類、
　　　　　　放流水

継続

4312

大気基準適用施設および水質基準対
象施設の排出制限に係る指導等
（環境部環境保全課）

■ダイオキシン類対策特別措置法に基づき、事業場に対して
立入検査を実施するとともに、事業やが実施する分析結果の
確認
■横須賀市廃棄物焼却施設の解体工事におけるダイオキシン
類等汚染防止対策指針に基づき、廃棄物焼却施設の解体工事
等における施工・環境調査等の指導

ダイオキシン類対策特別措置法
　大気基準適用施設：６事業場
　水質基準対策施設：５事業場
届出件数
　工事計画：３件
　計画変更：１件
　終了報告：３件

継続
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基本目標５　環境にやさしい社会の担い手を育むまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱１　環境教育・環境学習の推進体制づくり

5101

環境保全・自然保護のための指導者お
よび団体の育成事業
（建設部自然環境・河川課）

■自然環境活動団体交流会
■自然環境講演会の開催

自然環境活動団体交流会
　実施日：２月28日
　参加者：7人
自然環境講演会「発見！三浦半島の生物と豊かな
自然～“ざんねんな生き物”から身近な自然まで
～」
　開催日：1月20日
　参加者：121人

継続

5102

冊子「よこすかのかんきょう」の配布
（環境部環境政策課）

■環境学習冊子「よこすかのかんきょう令和４年度版」を希望
校に配付

配布数：３０４冊 継続

5103

教育情報のデータベース活用
（学校教育部教育研究所）

■環境教育推進のためデータベース活用を推進（インターネッ
ト、教育イントラネット上に情報を公開 イントラネット上の情報
を整備）
　　データベース化されている教育情報
　　理科なび、三浦半島の地層・地質、
　　三浦半島の野鳥、三浦半島の植物

通年実施 継続（縮
小）

5104

環境教育に係る指導者等の派遣
（環境部環境政策課）

■国が認定した環境カウンセラー等をはじめ、市民活動団体・
市内企業等を環境教育指導者として登録し、希望する市立保
育園や学校に派遣
■前年度の派遣授業の実績をまとめた事例集を作成し、市内
小中学校に配布

派遣回数：14回
派遣人数：延べ31人
受講人数：延べ412人
授業内容：身近な自然、海のごみなどで、
　　　　　教室内での講座形式のほか、自然
　　　　　体験学習など

継続

5105

環境教育・環境学習推進懇話会の開催
（環境部環境政策課）

■市民、事業者、学校、行政等で構成する「環境教育・環境学
習推進懇話会」を開催し、環境教育・環境学習についての情報
共有や意見交換、施策の検討を実施

開催回数：２回 継続

5106

学校教育における環境学習への協力
（教育総務部博物館運営課）

■小中学校への出前授業による地域の自然に関する授業
■小中学校来館による地域の自然に関する授業
■横須賀高等学校ＳＳＨにおける研究指導

出前授業：４件
小学校授業への資料貸し出し：1件
SSH研究指導：５件２1人
小学生研究相談：1件
中学生研究相談：1件6回
高校生研究相談：1件

5107

アイクルを環境教育の場として活用
（学校教育部教育指導課）

■アイクルを環境教育の場として活用 市立小学校：46校現地見学

5108

こどもエコクラブの推進
（環境部環境政策課）

■日本環境協会が実施する「こどもエコクラブ事業」への登録
及び事務局事務

登録数：２クラブ 継続

5109

市もしくは市教委主催の環境教育・環
境学習への共催・協力
（教育総務部博物館運営課）

■自然環境共生課「横須賀しぜん調査隊」への協力
■自然環境共生課との共催で講演会の実施
■都市戦略課「横須賀海洋クラブ」の共催
■コミセン主催講座への協力
■教育研究所主催の市立小学校教員対象の理科研修
■教育研究所主催「土曜科学教室」への協力

横須賀いきもの調査隊：２回実施
自然環境講演会：１回実施
海洋クラブ：３回実施
教育研究所主催「理科基礎技術講座」：３件
教育研究所主催「土曜科学教室」：１件

5110

横浜横須賀道路横須賀パーキングを
利用した環境学習
（建設部土木計画課）

■横須賀パーキングでの環境学習会
（実施主体は東日本高速道路株式会社）

令和５年度中止 継続

5111

中小企業制度融資におけるＩＳＯ取得
支援メニューの設定
（経済部経済企画課）

■中小企業制度融資において、ＩＳＯの認証取得に対する融資
をメニューの１つとして設定(補助対象は中小企業者や協同組
合等）
■金融機関にチラシを配布し制度を周知

令和５年度融資実績なし 継続

5112

事業者へのＩＳＯ等取得相談事業（商工
相談　Ｈ28年度から（公財）横須賀市
産業振興財団で事業実施）

■（公財）横須賀市産業振興財団がＩＳＯ等の認証取得を検討
している事業者に対し、商工相談員による相談を実施

相談件数：０件 継続

5113

横須賀市地域水質保全協議会への参
加
（環境部環境保全課）

■横須賀市域の河川、沿岸海域等の水質浄化を推進している
横須賀市地域水質保全協議会に補助金を交付し、水質環境調
査、施設研修会、講演会などに参加
■協議会のホームページを運営
■協議会による追浜中学校科学部への助成

継続して実施 継続

5114

よこすか海の市民会議への後援
（港部港湾企画課）

■よこすか海の市民会議への後援 後援依頼がなかったため、実績なし 継続

5115

横須賀いいね★エコ活動賞
（環境部環境政策課）

■市内で環境活動を行う市民団体や学校等を表彰 学校短期活動の部：２団体
一般の部：３団体
表彰式：３月2日

継続

5116

理科基礎技術研修講座
（学校教育部教育研究所）

■理科教育で必要な基礎的・専門的知識や技能を見つけるこ
とを目的に教職員を対象に全６回実施。そのうち野外活動や
環境教育に関する内容として以下の研修を実施
　生物教材の飼育と授業づくり（カイコ）
　生物教材の飼育と授業づくり（メダカ）
　自然観察会（東京湾の生き物）
　自然観察会（学校周辺でみられる植物）

開催回数：４回
参加者：延べ57人

継続
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基本目標５　環境にやさしい社会の担い手を育むまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

5117

動植物観察地を環境教育の場として
活用
（建設部公園管理課）

■光の丘水辺公園において指定管理者及びボランティア団体
（水辺公園友の会）による里山の維持・管理を実施及び自然観
察会等を開催
　活動内容：
　　除草、田んぼの管理、池の水の管理、植物管理、
　　湿地管理、カブトムシ・ホタル・サンショウウオの
　　生息環境の整備と生態観察、早朝探鳥会、自然
　　観察会、植物観察会等

開催回数：17回
参加者：延べ1,871人

継続

5118

教員向け環境学習講座の実施
（環境部環境政策課）

■主に小中学校教員を対象に、教育委員会連携研修として環
境学習講座を年１回開催
令和４年度から小学校総合的な学習の時間研究会とのタイ
アップにより実施

「プラスチック包装容器と花王のとりくみについ
て」＆アイクル見学
開催日：８月22日
参加者数：38人

継続

5119

省エネ・節電の周知啓発
（経営企画部都市戦略課）

■小中学生を対象とした「挑戦！ゼロカーボンコンテスト」を
実施（主催：横須賀市地球温暖化対策地域協議会）

応募数：32点
表彰式：12月８日

継続

5120

国際化推進、都市間交流
（市長室国際交流・基地政策課）

■本市を訪れる姉妹都市交換学生や海外の研修生等に本市
の自然や環境について理解を深めてもらう市内見学

・姉妹都市交換学生に本市の自然や環境について
理解を深めてもらう市内見学を実施
・国際交流員が田植え・収穫体験に参加（２回）

継続
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基本目標５　環境にやさしい社会の担い手を育むまちをめざします

No.
施策名
（担当課）

令和５年度内容 令和５年度実績
今後の
方向性

施策の柱２　環境教育・環境学習の機会の充実

5201

馬堀自然教育園・天神島臨海自然教育
園における自然環境関連事業の実施
（教育総務部博物館運営課）

■馬堀「ホタルの観察」「シダ・コケテラリウムづくり」など自然
観察会
■天神島：「ウミウシの観察」、「潮だまりの生き物」、「夜の昆
虫かんさつ」など自然観察会
■天神島園内解説「天神島ガイドツアー」
■学校見学対応

自然観察会（馬堀）：７回
自然観察会（天神島）：５回
天神島ガイドツアー：10回
学校見学対応：８件

継続

5202

環境教育・環境学習関連ホームページ
の運営
（環境部環境政策課）

■ホームページ「よこすかの環境教育・環境学習」で、環境教
育・環境学習関連情報を紹介

継続して実施 継続

5203

よこすかＥＣＯ通信の発行
（環境部環境政策課）

■市内の環境情報の一元化、情報発信を目的とした「よこす
かＥＣＯ通信」を作成し、市内学校等に配付

配付回数：年４回 継続

5204

「学区の自然環境体験」の実施
（建設部自然環境・河川課）

■希望する小学校を対象に学区ごとの環境体験プログラムを
実施、令和５年度は受け入れ学校数を12校に増加

参加校：12校
実施回数：延べ32回
受講者数：延べ1,861人

継続

5205

エコ育集会
(民生局福祉こども部子育て支援課）

■公立保育園・こども園にて、地球温暖化、節電・節水、ごみの
減量化・資源化について絵本や手作り紙芝居などを用いて学
ぶ「エコ育集会」を実施

各園幼児を中心に、各クラス保育中適宜実施 継続

5206

猿島自然観察会
（環境部環境政策課）

■猿島での自然観察会を実施 実施校：６校
クラス数：１３
人数：372人

継続

5207

「よこすか環境表彰式」の開催
（環境部環境政策課）

■横須賀いいね★エコ活動賞及び環境ポスターコンクールの
表彰を合同で開催

開催日：３月2日 継続

5208

自然環境に関する講座を開催
（教育総務部博物館運営課）

■博物館教室の実施
■自然教育園以外での自然観察会・ワークショップ等の実施

博物館教室：７講座19回
自然観察会・ワークショップ：13回

継続

5209

自然環境に関するイベントを開催
（教育総務部博物館運営課）

■研究交流会「みんなの理科フェスティバル」開催
■「ナイトミュージアム」の実施
■学芸員による展示解説、講演の実施
■イベント出展協力「おでかけ博物館」
■県青少年センター主催事業への協力

研究交流会：１回
ナイトミュージアム：１回
展示解説・講演：11回
おでかけ博物館：３回
県青少年センター主催事業協力：２回

継続

5210

コミュニティセンターにおける環境教
育関連講座の開催
（民生局地域支援部地域コミュニティ
支援課、各行政センター）

■逸見コミセン講座「へみのほたるを見に行こう」
■田浦コミセン講座「昆虫博士になろう！」、「自然観察会～鷹
取山に咲く秋の花」、「草木染め体験～茜色にバッグを染めま
しょう」

逸見コミセン講座
　　開催日：6月10日、11日
　　受講者数：35人
　（６月10日：20人、６月11日：15人）
田浦コミセン講座
　　開催日：８月1日、10月31日・11月7日、
　　　　　　　　３月18日
　　受講者数：28人、12人・９人、12人

継続

5211

市民大学事業（生涯学習センター指定
管理事業）
（教育総務部生涯学習課）

■三浦半島に生きる　生産者が語る”食”の現場 三浦半島に生きる　生産者が語る”食”の現場
　開催回数：全８回
　受講者数：７４人

継続

5212

巡回環境パネル展
（環境部環境政策課）

■環境学習用のパネルの展示 小学校　２校 継続

5213

「出前授業」（上下水道局）の実施
（上下水道局経営部総務課）

■市内小学校において、水循環の概念や水の大切さ、水環境
保全の必要性について理解を深めてもらうための出前授業
■オンライン授業を実施　１校（池上小学校）

実施：23校 継続

5214

環境月間啓発イベント
（環境部環境政策課）

■横須賀市地球温暖化対策地域協議会と共催し、市民が環境
への興味を持つきっかけとなる「環境月間」啓発イベントを開
催

開催日：６月１０日 継続

5215

公園出前授業
（建設部公園建設課）

■公園に関する出前授業等の実施 船越小学校：11月10日
池上中学校：11月22日

継続

5216

フェアトレードの啓発・推進
（市長室国際交流・基地政策課）

■市主催の国際式典レセプションにおいて、フェアトレード
コーヒーを提供

市主催の国際式典レセプションにおいて、フェアト
レードコーヒーを提供

継続

5217

環境ポスターコンクール
（環境部環境政策課）

■市内の小中学生から環境ポスターを募集し、入選作品につ
いては「よこすか環境表彰式」で表彰

応募数：５９７作品
入選者：横須賀市長賞１人
        協賛企業・団体賞２０人
表彰式：３月2日

継続
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